
【三次市子ども・子育て支援に関するニーズ調査】就学前児保護者用アンケート調査の設問構成
設問番号 大項目 中項目 目的 備考

問１ 居住地区 国の必須設問

問２ お子さんの生年月 国の必須設問

問３ お子さんの兄弟の人数、末子の生年月 国の必須設問

問４ 回答者の続柄 国の必須設問

問５ 回答者の年齢 国の必須設問

問６ 回答者の配偶者有無 国の必須設問

問７ 主に子育てをしている人 国の必須設問

問８ お子さんの面倒を見てもらえる親族・知人の有無 国の必須設問

問８-１ お子さんにしてもらっていること

問９ 父母の就労状況 国の必須設問

問９-１ フルタイムの転換希望 国の必須設問

問９-２ 就労希望の有無 国の必須設問

問９-３ 就労希望の形態 国の必須設問

問１０ 平日の定期的な教育・保育事業の利用有無 国の必須設問

問１０-１ 定期的に利用している事業 国の必須設問

問１０-２ 事業の利用状況 国の必須設問

問１０-３ 利用している事業の実施場所 国の必須設問

問１０-４ 事業を利用していない理由

問１１
１年間にお子さんが病気やケガで通常の事業を利
用できなかったことはあるか

国の必須設問

問１１-１ 対処方法とその日数

問１１-２ 病児・病後児保育の利用意向・希望利用日数 国の必須設問

問１２
定期的に利用したい平日の保育所、認定こども
園、幼稚園等のサービス、また利用希望場所

国の必須設問

問１２-１ 幼稚園の利用意向 国の必須設問

問１２-２ お子さんが利用する施設を選ぶ際に重視すること

問１３ 土日祝の日常的な教育・保育利用希望 国の必須設問

問１４ 長期休暇中の教育・保育利用希望 国の必須設問

問１５ 不定期の教育・保育事業の利用状況 国の必須設問

問１６ 不定期の教育・保育事業の利用希望 国の必須設問

問１７
短期入所生活援助事業（ショートステイ）の利用
希望

国の必須設問

問１８ 放課後の過ごさせ方に関する希望（小１～小３） 国の必須設問

問１９ 放課後の過ごさせ方に関する希望（小４～小６） 国の必須設問

問２０ 土曜日の放課後児童クラブの利用希望 国の必須設問

問２０-１ 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望

問２１ 育児休業の取得状況

問２２ 育児休業取得後の職場復帰

問２２-１ 希望する職場復帰のタイミング

問２２-２ 実際の職場復帰のタイミング

問２２-３ 希望時期に復帰しなかった理由

問２２-４ 保育所と育児休業取得の関係

問２３ 地域子育て支援センターの利用状況 国の必須設問

問２３-１ 利用する理由

問２４ 今後の利用意向 国の必須設問

問２５ 「こども誰でも通園制度」について 「こども誰でも通園制度」の利用意向
新制度開始に先立ち、需要量の確認のために用
いる

問２６ 結婚しやすい環境づくりに必要な支援

問２７ 理想の子ども数と実際の子ども数

問２８ 理想の子ども数より少ない理由

問２９ 子育てに関しての不安

問３０ 子育てに関しての悩み

問３１ 子育ての相談相手

問３２ 「三次市こども家庭センター」の認知度

問３３ 子育て情報の入手先

問３４ 公的相談窓口、電話相談などの相談体制

問３４-１ 利用しにくい理由

問３５ 暮らしの状況 経済状況と各種項目の関係を把握

問３６ 子どもの権利について 子どもの権利について 子どもの権利の理解度を把握

問３７ ヤングケアラーという言葉の認知度

問３８ 家事や家族の世話を行ってもらう頻度

問３８-１ 家事や世話の種類

問３８-２ 世話による日常生活への支障

問３８-３ 家事や世話を行ってもらう理由

問３９ 近所付き合いの程度

問４０ 地域社会での子育て意識

問４１ 三次市の子育て環境や支援の満足度

問４２
子育て支援サービス等について、特に充実させて
ほしいこと

問４３ 子育て制度・支援への希望（自由意見）

こども大綱関連項目

市の子育て支援全般に対する意見について広く
尋ねることで、現行事業の過不足等について検
討する。

ヤングケアラーについて

放課後児童クラブ等の利用希望
放課後児童クラブ等のサービス量の見込み推計
の基礎となる利用意向率等について把握する。

育児休業との利用状況・希望を把握すること
で、子育てと仕事の両立の実態について分析
し、右記事業の実施方針等について検討する。

育児休業等の制度について

こども大綱関連項目

平日の日常的な教育・保育利用状況・
利用希望

病児・病後児保育の利用希望

現在の利用状況を踏まえ回答者のタイプ分類を
より細分化する、あるいは限定するために用い
る。

サービス量の見込みの推計に際して利用者（利
用希望者）のタイプを分類するために用いる。

相談体制の利用しやすさ・しにくい理由を把握

回答者基本情報

就労状況、就労希望

地域子育て支援事業の利用状況および
利用希望

地域子育て支援事業のサービス量の見込み推計
に用いる。

休日の教育・保育サービス量の見込み推計の基
礎となる利用意向率等について把握する。

土曜・長期休暇中の日常的な教育・保
育の利用希望

子育て短期支援事業の利用希望
子育て短期支援事業のサービス量の見込み推計
の基礎となる利用意向率等について把握する。

病児・病後児保育のサービス量の見込み推計の
基礎となる利用意向率等について把握する。

平日の日常的な教育・保育利用状況・
利用希望

現在の利用状況を踏まえ回答者のタイプ分類を
より細分化する、あるいは限定するために用い
る。

地域の子育てについて 地域社会の子育てのやりやすさについて聴取

市の結婚・出産支援全般に対する意見について
広く尋ねることで、現行事業の過不足等につい
て検討する。

子育て支援に対する意見

子育て支援

子育て支援

ヤングケアラーへの支援に向けた市民の認知状
況の把握

市の子育て支援全般に対する意見について広く
尋ねることで、現行事業の過不足等について検
討する。

子育て中の悩み事について

結婚・出産について
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【三次市子ども・子育て支援に関するアンケート調査】小学生保護者用アンケート調査の設問構成
設問番号 大項目 中項目 目的 備考

問１ 居住地区 国の必須設問

問２ お子さんの生年月 国の必須設問

問３ お子さんの兄弟の人数、末子の生年月 国の必須設問

問４ 回答者の続柄 国の必須設問

問５ 回答者の年齢 国の必須設問

問６ 回答者の配偶者有無 国の必須設問

問７ 主に子育てをしている人 国の必須設問

問８ お子さんの面倒を見てもらえる親族・知人の有無 国の必須設問

問８-１ 親族・知人にしてもらっていること

問９ 父母の就労状況 国の必須設問

問９-１ フルタイムの転換希望 国の必須設問

問９-２ 就労希望の有無 国の必須設問

問９-３ 就労希望の形態 国の必須設問

問１０
放課後児童クラブ、放課後子ども教室

の利用希望
放課後児童クラブ、放課後子ども教室の利用希望

放課後児童クラブ等のサービス量の見込み推計
の基礎となる利用意向率等について把握する。

国の必須設問

問１１
１年間にお子さんが病気やケガで通常の事業を利用
できなかったことはあるか

国の必須設問

問１１-１ 対処方法とその日数 国の必須設問

問１１-２ 病児・病後児保育の利用意向・希望利用日数

問１２ 不定期の子育て支援施設等の利用意向 ショートステイの利用意向
ショートステイの見込み推計の基礎となる利用
意向率等について把握する。

国の必須設問

問１３ 結婚しやすい環境づくりに必要な支援

問１４ 理想の子ども数と実際の子ども数

問１５ 理想の子ども数より少ない理由

問１６ 子育てに関しての不安

問１７ 子育てに関しての悩み

問１８ 子育ての相談相手

問１９ 「三次市こども家庭センター」の認知度

問２０ 子育て情報の入手先

問２１ 公的相談窓口、電話相談などの相談体制

問２１-１ 利用しにくい理由

問２２ 暮らしの状況 経済状況と各種項目の関係を把握

問２３ 子どもの権利について 子どもの権利について 子どもの権利の理解度を検討する。

問２４ ヤングケアラーという言葉の認知度

問２５ 家事や家族の世話を行ってもらう頻度

問２５-１ 家事や世話の種類

問２５-２ 世話による日常生活への支障

問２５-３ 家事や世話を行ってもらう理由

問２６ 近所付き合いの程度

問２７ 地域社会での子育て意識

問２８ 三次市の子育て環境や支援の満足度

問２９
子育て支援サービス等について、特に充実させてほ
しいこと

問３０ 子育て制度・支援への希望（自由意見）

回答者基本情報

就労状況、就労希望

サービス量の見込みの推計に際して利用者（利
用希望者）のタイプを分類するために用いる。

市の子育て支援全般に対する意見について広く
尋ねることで、現行事業の過不足等について検
討する。

市の結婚・出産支援全般に対する意見について
広く尋ねることで、現行事業の過不足等につい
て検討する。

ヤングケアラーについて

病児・病後児保育の利用希望
病児・病後児保育のサービス量の見込み推計の
基礎となる利用意向率等について把握する。

子育て支援に対する意見

結婚・出産について

子育て中の悩み事について

地域の子育てについて

相談体制の利用しやすさ・しにくい理由を把握

地域社会の子育てのやりやすさについて聴取

こども大綱関連項目

子育て支援

子育て支援
市の子育て支援全般に対する意見について広く
尋ねることで、現行事業の過不足等について検
討する。

ヤングケアラーへの支援に向けた市民の認知状
況の把握


